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１．国民年金基金に関する主な広報の取組

第１号被保険者に対して、厚生労働省と連合会が共同で送付。DMをきっかけとした制度の認知、興味・関
心につなげ、資料請求・照会を促す。

【平成30年度実績】

・ 対象者数： 530万人

・ 発送時期： 6月、9月、12月・1月

共同ダイレクトメール（DM）

表 裏

DM発送時期に合わせて、テレビCM、新聞広告（地方紙・全国紙（関東版） ）を実施。DMによる認知、興味
関心を深めるとともに、商品に対する記憶の定着につなげる。

【平成30年度実績】

〇 テレビCM 実施時期： 6月、9月、12月・1月

〇 新聞広告 実施時期： 1月

テレビ広告、新聞広報

http://npfa.or.jp/
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１．国民年金基金に関する主な広報の取組

Yahoo!、Googleにおいてリスティング・リターゲティング広告等を実施。ターゲット設定を絞り込み、興味、関
心を持った対象者に資料請求・照会を促す。また、DM発送時期に合わせて、 FacebookやInstagram、
YouTubeを活用し広告。 DMによる認知、興味関心を深めるとともに、商品に対する記憶の定着につなげる。

【平成30年度実績】

〇 検索エンジン 実施時期： 通年

【平成31年度予定】

〇 SNS、動画共有サイト 実施時期： 6月、9月、12月・1月

インターネット広告（検索エンジン、 SNS、動画共有サイト）

国民年金基金の受給者の声や委託募集機関の活動状況を掲載。国民年金基金制度の理解促進を図ると
ともに、関係団体や委託業者・機関とのコミュニケーションツールとしても活用。

【平成30年度実績】

・ 発行部数： 約5万部

・ 発行時期： 4月、7月、10月、1月

国民年金基金の広場（冊子）

http://npfa.or.jp/


国民年金基金の理解促進のためのマンガコンテンツ、実話に基づく動画、年代や家族構成の異なる加入者
の「プラン設計」等をホームページ特設サイトに掲載。また、マンガコンテンツの冊子を作成し、委託募集機関
等の関係機関へ配布。

【平成30年度実績】

・ マンガ冊子発行部数： 約12万部

ホームページ（国民年金基金連合会特設サイト）
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１．国民年金基金に関する主な広報の取組

マンガコンテンツ小冊子国民年金基金連合会特設サイト

http://npfa.or.jp/
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１．国民年金基金に関する主な広報の取組

ポスター、パンフレットを作成、配布。認知、興味・関心を深めるとともに、商品に対する記憶の定着を図る。

【平成30年度実績】

〇 ポスター： 約3万部

〇 パンフレット： 約30万部

ポスター、パンフレット

国民年金基金ポスター

http://npfa.or.jp/


iDeCo広報活動（通年）
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（１） iDeCo公式サイト

平成30年度広報活動
新規追加ページ

「iDeCo加入者の声」
「有識者によるiDeCo

のコラム」

２．個人型確定拠出年金（iDeCo）に関する主な広報の取組



iDeCo広報活動（通年）
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２．個人型確定拠出年金（iDeCo）に関する主な広報の取組

（２） iDeCoダイヤル等



iDeCo広報の沿革
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（1） 平成28年度の広報活動（確定拠出年金普及・推進協議会）

２．個人型確定拠出年金（iDeCo）に関する主な広報の取組



iDeCo広報の沿革
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２．個人型確定拠出年金（iDeCo）に関する主な広報の取組



iDeCo広報の沿革
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（2） 平成29年度の広報活動（確定拠出年金普及・推進協議会）

２．個人型確定拠出年金（iDeCo）に関する主な広報の取組



iDeCo広報活動（平成３０年度及び本年度（予定））
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iDeCo公式サイトに掲載

２．個人型確定拠出年金（iDeCo）に関する主な広報の取組

平成30年度においては、
① 加入者１００万人突破記念ロゴを作成し、ロゴ入りパンフレットを作成して、運営管理機
関等に配布。
② ｉDeCo公式サイトに新たなコンテンツ（加入者の声や、有識者のコラム）を追加。
③ 中小事業主掛金納付制度の愛称「ｉＤｅＣｏプラス」やロゴマークの活用を推進。
④ 他団体主催の催事への講師派遣等。

・中国四国厚生局、関東信越厚生局主催のイデコセミナー。
・日本ＦＰ協会等主催の資産運用イベントの後援及び連合会ブースの出展。

本年度においては、
① 若い世代を対象にシンポジウム（２回）を開催。
② ｉDeCo公式サイトについて、厚労省年金ポータル（本年４月開設）との連携やSEO等
による更なる充実。
③ ｉDeCo公式パンフレットの運営管理機関の名称掲載版による窓口等での配布・説明
の推進。
④ 他団体主催の催事への講師派遣等。

・日本ＦＰ協会等主催の資産運用イベントの後援及び連合会ブースの出展。

＜今後の取組・課題＞
・シンポジウムや ｉＤｅＣｏ公式サイトの充実について、効果把握等を実施し、今後の広報活
動に活用。
・金融機関と連携し、更なる加入推進に向けた、地方でのセミナー等の取組を検討。


